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はじめに

　戦後の教員養成改革は，「教員養成は大学において

行う」こと，所定の教職課程を置く大学ならどの大学で

も教員養成を行うことができる「開放的教員免許制度」

の二つの原則をうちたて，いわゆる開放的教員養成制度

をスタートさせた．以来，教職の門戸は広く開かれ，教

員免許状取得者は増加の一途を辿っている．特に，1974

年の「教員人材確保法」の成立による給与の高額化と安

定成長の経済事情下における生活の安定化を求めてこの

現象には拍車がかけられ，一般大学における教員免許状

の濫発が批判され，教員免許状の専門的・社会的評価の

低下を招いている．1977年度を例にとると，国公私立大

学の86％に当る全国810の大学・短大で教員養成を行い，

卒業者の33％に相当する約15万人（約25万件）が免許状

を取得している．そのうち一般大学の取得者は約13万人

（約21万件）であり，実際に教職に就いた者は23，000人

である．10万人以上の「ペーパー教師」が養成されたこ

とになる．中でも問題なのは，中等学校教員に占める一

般大学卒業生の比率が中学校56％，高等学校80％と高い

にもかかわらず，その比率は免許状取得者の約5．2％に

すぎないという現状である．このように結果的には一般

大学はべー一　一く　一教師を大量に養成しており，安易な教員

の粗製濫造という酷評を甘んじて受入れなけれぽならな

い．そして近年，ペーパー教師の著しい増加現象は，教

育現場の混乱を余儀なくさせ，教育実習問題が試補制度

の導入と相挨って大きくクP一ズアップされてきた．全

日本中学校長会は全国調査の中で教育実習生の実態を次

家庭科教育研究室

のように報告している1）．①実習生の受入れ数の全国平

均；国公立大学：私立大学＝約23：77，4年制：2年制

＝約56：44②実習生受入れについての意見（ベスト5）；

免許状濫発のきらいがある．実習生に使命感がうすく，

教職への意欲が乏しい．学校運営上支障が多い．大学側

の事前指導が不充分であり，熱意が足りない．大学側の

責任で付属校または代用付属校での実習を希望する．③

実習生の教職希望とその使命観；実習生の教職希望者は

57．9％だが，校長がみて使命観があると思われる者は

40．3％である．そして私立大学，特に2年制（短大）の

実習生に調査全項目にわたって問題があるとしている．

またその後の調査2）によれぽ，約6割もの学校長が試補

制度の導入に賛成している．こうした教育実習の実態に

かんがみ，教育職員養成審議会は，1978年，一般大学に

おける中等教員養成のための「教育実習の改善充実につ

いて」重点的に建議し，大学は教育実習の管理運営，履

修要件，指導内容，方法，評価，研究活動の充実を図る

とともに，教育実習は少くとも3週間程度実施するよう，

その努力を求めている．

　70年代のペーパー教師問題と符合するかのように，80

年代は教師の時代といわれる．つまり，80年代は専門職

としての教師の資質・力量が問われていることを強調し

たものであり，養成，採用，研修という一連の過程にお

いて，教師の資質はまさに教育の基幹にかかわる問題と

して認識され，位置づけられ，　“教育は入にあり”とい

うことが再評価されているのである．

　本学は，1954年に教職課程科が設置されて以来20余年，

教員養成という重責の一翼を担ってきた．そして70年代

は例外なく本学においても一時期，教員免許状取得者が

増加した．そこで1973年，実習生の質的水準の向上と維
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推を図るために「教職課程適確基準」を設け，今日に至

っている．近年，教職課程履修者はおちつきをみせてい

るが，他大学同様，教育実習には実習校の確保をはじめ，

実習生の資質（教職意識　使命感，力量，人物，健康

等）等について大いに心を砕いているが，問題は山積し

ている．過去の実績をふまえ，今後ますます情熱あふれ，

使命感に燃える優れた資質をもつ教員を養成していくた

めにも，本稿では教育実習に関する問題に照準を合せて

検討を試みた．

1．　研究の目的

　本学の教育実習生を対象として実施したアンケートを

分析し，実習生の実態と意識の変化を把握するとともに，

教育実習の効果と実習生の特性を明らかにし，それによ

り授業内容の充実を図るとともに教員養成カリキュラム

の改善に関する方策を探ることを目的とした．

2．　研究の内容

　アンケートの調査内容は，1．教育実習前の意識　1［．

教育実習中の実態，皿．教育実習終了後の意識の変化の

三つに分かれ，14問，1［11問，皿70問の計85問の質問

項目から成っている．その質問項目は次の通りである．

1．教育実習の意義，教育実習前の不安の有無不安の

理由，教職課程の履修動機

五．教育実習中の不安的中度，教育実習中の悩み・困難

その解決・克服の方法，生徒からの好かれ方，「教生の

先生」と呼ばれた気持ち，教育実習中嬉しく・楽しかっ

たこと，おもしろくなかったこと，教育実習で役立った

科目，大学の授業に取入れてほしい事柄，教育実習で役

立つと思われる大学での学習や活動，教育実習期間

皿．教育実習終了後の感想，教職志望度の変化，教職志

望理由，教育実習で学んだこと，教師として身につける

べき事項の修得時期31問，教育活動に関する力量の自己

診断30問，教育実習校，教員採用試験の受験の有無，合

否，受験校種，受験教科

3。　研究の方法

①アンケートによる調査（教育実習オリエンテーション

の時間内に実施し，回収した）

②実施時期；1980年11月

③被験者；1980年度の教育実習生のうち学部生266名，

短大生206名を対象とした．

④有効回収率；学部85．3％（227名）

　　　　　　　短大89．3％（184名）

⑤アンケートの分析の方法

　各々の質問項目について単純集計を行い，教育実習生

の実態と意識の変化を把握することに主眼をおいた．ま

た，意識の変化過程や理由を吟味するため必要に応じク

ロス集計を試みるとともに，他機関の調査結果と比較す

ることにより，実習体験による教育実習生の特性を明ら

かにするよう努めた．

4．　調査結果と考察

A．教職課程の履修動機

学部は教職志向が明確な学生（①）と資格取得をねら

いとする学生（②＋③）の割合が接近している．短大は

表1　教職課程の履修動機

履 修 動 機 学　部 短　大

①是非先生になりたいと思った
lg4（…4）132（・7・・）

②　教員免許状がほしかった（ペーパーティーチャーでもなりたかった）
58（25．6）153（28．・8）

③　何か資格がほしかった（免許状もその一つ）
13・（・3・2）i・・（・3・・）

④教職科目の中に学習してみたい科目があった
1・7（7・・）！22（・2・・）

⑤家族や友人に勧められた
i25（・…）127（・4・・）

⑥空き時間をうめるため 0 0

⑦　その他
・（・・3）1・（3・・8）

計
1　227 1・84
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資格取得をねらいとする学生（②＋③）が半数以上を占

め，短大生の履修動機を特徴づけている．（表1）

B．教育実習への不安

　学部・短大とも90％以上の学生が教育

実習に不安を抱いていることが明らかに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あまり不安を
された．（図1）

C．不安の理由

　不安のトップは，学部生は指導技術に，

短大生は専門的知識に自信がないことを

あげているが，両者とも②と③の項目に

不安が集中している．⑧の項目に10％近

くの学生が不安を抱いているのは，履修

動機からくるのであろうか．（表2）

D．実習中の不安的中度

　学部・短大生とも90％以上の学生が不

安を抱いて実習に臨んだが，実習中の不

安的中度は表3の通りであり，実際に教育実習を体験す

ることによって不安がやや薄らいでいることがわかる．

全く不安はない0，4

図1　教育実習への不安

表2　不安の理由

不 安 の 理 由 学　　部 短　　大

①生徒の扱い方がわからない 23（1…）128 （15．3）

②教科の専門的知識に自信がない
56（・4・・8）1　58 （31，7）

③教科の教え方に自信がない 85（37・・）148 （26．2）

④学校内の人間関係に悩みがある
・（1・・）1 4　（2．2）

⑤通勤（早起き）がつらい
・（・・8）「・

⑥性格が教師に適さない
・（・・3）1 3　（1．6）

⑦教師としての資質に欠ける ・4（6・・）い3 （7．1）

⑧人を教えることに対し畏敬の念が強い ・・（1…）1・・ （10．9）

⑨ただなんとなく
・・（・・9）i 6　（3．3）

⑩　その他
・（1・8）1 3　（1．6）

計 226 183

学部生について不安の理由別にみた不安的中度が表4で

あり，各理由とも全体の傾向と一致している．

E．実習中の悩み・困難

　学部・短大とも①⑭はほぼ全員が悩み・困難を感じ

た項目である．（表5）　これらの項目を実習前の不安の

理由に対応させて分類し，実習前の予想と実習中の現実

とのちがいを表したのが表6である．

　学部・短大とも共通の傾向が認められる．実習前の不

安は専門的知識（㊥24．8％，㊧31．7％）と指導技術（働

37，6％，㊧26．2％）に集中していたが，実習中現実の悩

み・困難として感じられたものは指導技術（㊥50．3％，

㊧43．5％）であり，生徒の扱い方（㊥29．9％，㊧34．4％）

であった．特に当初10％代を占めていた生徒の扱い方に

対する不安は，30％前後といずれも2～3倍の伸びを示

（3）
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表3　不安的中度

内F 中 度 学　　部 短　　大

①全く的中した
・・（13・・）1　・・

（9．8）

②心配したほどのことはなかった
・76（77・・）1・4・ （78．1）

③不安はうそのようであった ・8（8・・）122 （12．0）

D・K
・（…）1 0

十二二
口

226 183

表4　不安の理由×不安的中度（学部）

全く的中した
心配したほどの
ことはなかった

不安はうそのよ
うであった

1二
＝
ロ

①生徒の扱い方
・（17．・）i ・6（69・6）1 3（13・・）II

23

②専門的知識
・・（・7・・）1 43（76・8）1 3（…）ll 56

③教え方
・3（・5・3）1 71（83・5）1 ・（…）1 85

④人間関係
・（33・・）1 ・（66・・）1

0 ー1 3

⑤　通　勤 0 ・（…）1 0 1ー 4

⑥性　格 0 3（…）1 0 il 3

⑦　資　質
・（7・・）1 ・2（85・・）1 ・（…）ll 14

⑧畏敬の念
・（8・・）1 ・・（・7・・）1 ・（…）ll 23

⑨　なんとなく 0
・（36・・）1 ・（63・・）1

11

⑩　その他 0
・（33・・）1 ・（66・・）II

3

計 31 176 18 ー1 225

している．このことは今日の学校教育の現状と無関係で

はありえないし，教育の基本は子どもを理解することか

ら始まることを身をもって体験したせいであろう．ただ

し，表6はトータル比のみで判断するのではなく，表5

の実数（困難体験度）と比較することが重要である（教

科の専門的知識・技術に関する質問項目は一つであり，

設問上の問題点も含めて）．なお別の調査3）によれば，

実習前60％以上の学生が教育実習に指導技術の向上を期

待したが，実習後それが確信できた学生は18％であった．

このことからも指導技術上の困難は，学ぶ側→教える側

への転換に伴う予測可能な悩みであり，2週間という短

期間の実習でその向上が達成されにくいことは，後述す

る現職教師の調査結果からも明らかである．しかし，こ

れほど悩み・困難を感じていながら，当初の不安は「心

配したほどのことはなかった」と学生に感じさせる原因

は何であろうか．

F，悩み・困難の解決・克服の方法

　実習中，現実に直面した悩み・困難のベスト3にっい

て解決・克服の方法を図2に示す．自力で，そして教科

担任，学級担任，実習生の協力を得て克服している様子

が伺える．

（4）
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表5　実習中の悩み・困難点（M・A）

項 目
学部（困難体験度） 短大（困　難体験度）

①教科の専門的知識・技術が身についていない
225（112・・3）1251（136・・）

②教材研究のやり方がわからない ll　46（・…3）126 （14．1）

③教材・教具の活用のし方がスムーズにいかない
ll　56（・4・・） 24　　（　13．0）

④教育機器の使い方がわからない
・（4・・）13（・・6）

⑤授業の展開がスムーズにいかない
1巨8・（79・7） 125　　（　67．9）

⑥資料の作成に時間がかかる Il・・（・…）t41 （21．7）

⑦教材研究の時間が足りない
li　218　　（　9〔i’0）　　1　128　　（　69・6）

⑧学習指導案の作成が大変である 1139（612）1 141　　（　76．6）

⑨　板書のし方 172（31・7）135 （19．0）

⑩　発問のし方
Il・32（58・・）18・ （43．5）

⑪教育評価のし方がわからない
ll・・（・6・・） 30　　（　16．3）

⑫　学級経営がむずかしい
Ii　44（・9・・）レ2 （39．1）

⑬生徒指導のし方がわからない
11・44（63・・）1・44（・8・・）

⑭生徒各個人の学力・興味・関心まで理解することができない 1226（・9・・）い72（93・5）

⑮生徒の名前を覚えること 26（…5）136 （19．6）

⑯生徒にとけこむのに苦労した Ii　86（37・・）い5 （51．6）

⑰問題児に手をやいた
li　27（・…）13・ （16．3）

⑱　教師と生徒の信頼関係をとりむすぶこと
ll　8・（・8・・）｝8・ （44．0）

⑲担任の先生との間が何かしっくりいかない H24（・…6）1・・ （10．9）

⑳授業をすることが恐怖である
39（・7・・）13・ （16．3）

⑳通勤（早起き，睡眠時間不足）がつらい い8（7・・） 3　（1．6）

⑫　体力の消耗がはげしい
24（・・：6）1・・ （24．5）

㊧雑用が多い
ll　36（・5・・）1・（4・・）

計
Il・996 1・62・

（5）
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表6　困難点の予想と現実

実習前の不安理由 村応する実習中の困難点
の項目

教科の専門的知識 1①

指導技術 1②③④⑤⑥⑦⑧⑥⑩⑪⑫

学 部

実習前1実習中1差異

24・8い2・8－・2・・

短 大

実習前

31．7

…615・・　3　i＋・2・・126・・

生徒の扱い方

人間関係

畏敬の念

通勤（早起き）

⑬⑭⑮⑯⑰⑱
・…129・・1　＋・9・　・115・3

⑲ 1．3

⑳ 9・…

⑳ 1．8

…1－…1…
…1　－8・・1・…

…1－…1・

1実習中1差異

15．8

43．5

34．4

F・5・9

十17．3

その他

十19．1

㊧㊧
ll　i・8

・．21－1。0

…1－9・・

…1　＋…

3・・1＋・・2 …1・・31＋1・・

（学　部） （短　大）

％40 30　　　20 10 10 20　　　30 40％

．：卜：轄：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：・°く・：：：：：
：：　　　’・◎ ・：・：；：；：：：：：：：：：：：：：°・：：：：：：：

．
，

．・ D・

F・：・：・：・：・：：：

自　　　力　　　で

’

：：：；：：：：：：：：：：：：：・・：・：：：：：；：：：：：：：：：：：：：：：：：：’：：：：．
・：：：’・：：：・：・：・：・ ：・：・；・：・：：：；：：：：：：：：

．◆■

：：・：：：：’°°：：：：：：：：：・：：：・：・：・：・

教科担任の協力を得て

・：：：：：：：：：：：：：： ：・：・：・：：：：：；：：

学級担任の協力を得て

：：；：；；：：：：：：：：：：：：：：

・．・

F・：：：：：：：：：；：：

実習生（同教科）の協力を得て

：：：：：：：：：：；：：：：：： ：：：：i：i：i：：：：：：：：

実習生（異教科）の協力を得て

校長・教頭の協力を得て

ｳ務・学年主任の協力を得て

蜉wの恩師の協力を得て

mZの恩師の協力を得て

ｼ　親　の　協　力　を　得　て

ｻのままにしておいた

芒 専門的知識睡璽覇

w導技術翻
ｶ徒の扱い方［＝コ

図2　実習中の悩み・困難点の解決・克服の方法

　　　　　　　　（6）
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G．生徒からの好かれ方

あまり好かれなかった

ふつつ

26．9
大変好かれた

　35．2

少し好かれた

　36．1

あまり好かれなかった

　島

図3　生徒からの好かれ方

　学部・短大とも70％以上の学生が生徒から好かれたと

の感触を得ている．（図3）　このことはまた，実習中嬉

しく・楽しかったことの結果にも反映されている．

H．実習中嬉しく・楽しかったこと

　①②③④の項目が学部で63．5％，短大で68．　5％を占め，

実習生は生徒との心のふれあいを実習中の楽しい思い出

としている．（表7）

表7　実習中嬉しく・楽しかったこと

項 －
＝
一

学　　部 短　　大

①生徒がなついてくれたこと
98（43・2）187（47・・）

②生徒から手紙をもらったこと
・8（…）1・3（7・・）

③お別れ会での出来事
・4（・．2）1

Q
ゾ
一
7
■

－
一

（10．3）

④生徒が授業中，自分の思う通りに動いて（答えて）くれたこと
　　　　　　1
・4（6・2）1 （3。8）

⑤先生として教壇に立てたこと
34（14・・）126（14・・）

⑥学校行事等に参加できたこと
9（4・・）｝6（・・3）

⑦指導教諭が親切に指導してくれたこと
・・（・3・・）i22（・2・・）

⑧恩師に会えたこと ・（…）i・

⑨同級生に会えたこと
5（2・・）1 1（0．5）

⑩その他 ・（…）13（…）

計 227 184

L実習中おもしろくなかったこと　　　　　　　　　　持っており，そのうち生徒，教師，教科・授業（さら

　自由記述内容を不満の対象別に分類したのが表8であ　　に短大生は自分自身）に関することが70％を占めてい

る．学部・短大とも70％以上の学生がなんらかの不満を　　る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
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表8　実習中おもしろくなかったこと

対 象 項 ヨー 学　　部 短　　大

①自分自身（力量不足，教生という立場のむずかしさ等） 9（・・5）1・・ （14．1）

②生徒（授業中の態嵐ふれあい等） 47（28・5）136 （25．4）

③教師（態度指導性等） 37（22・・）136 （25．4）

④教科・授業（授業展開，指導分野教材研究時間等） 35（21・・）1・7 （12．0）

⑤特別活動（学校行事，給食指導等） ・2（7・・3）1・3 （9．2）

⑥教生（同教科・異教科の実習生の関係等） ・3（7・・）i・1 （7．7）

⑦その他（実習期間，職員の態度，職員会議帰宅時間等） 12（7・・）1 9　（6．3）

十二＝
口

165 142

　すでにG，Hでみたように，70％ほどの学生が生徒か

ら好かれ，生徒との心のふれあいを楽しい思い出として

いながら，生徒に対する不満が多く，生徒の扱い方（生

徒理解・生徒指導）に悩んだのは，2週間という実習期間

もさることながら，学生の取組み姿勢と実習生という立

場，および指導観の欠知によるところが大きいようであ

る．学生の心の内奥を教育実習手帳でのぞいてみよう4），

　「実習生とはいいながら～’生徒から『先生』と呼ばれ

る立場になったことのたどたどしさ，慣れるのに時間が

かかった．最初は自分の置かれた環境に慣れるのに精一

杯で，やっと慣れた頃には教壇実習に目を奪われ，それ

に慣れた頃には実習期間が終っていたような気がする．

生徒全体を見ることも，なおさら一人一人を見ることも

できず，また教師という立場でありながらさまざまな面

で教師と生徒の中間的存在で終ってしまった．ただ人間

同士の関係というか，こちらが一生懸命やっていると生

徒も一生懸命聴く耳を傾け参加する態度をとってくれる

ことを感じ嬉しく思った。」さらに，「毎日いろいろな事

が起り，その一つ一つに的確な指示を与え，よい方向に

導いていカこなければならず，今さらながら視野の狭さを

思い知らされ，指導のむずかしさを痛感した。」

J．実習で役立つと思われる大学での学習や活動

表9　実習で役立つと思われる大学での学習と活動

項 ヨ 学 B立
ロ 短 大 香川大学生

①サークル活動の体験 32（・4・・1）11・（5・・）1 46％

②教科の専門科目 98（43・2）「85（46・・）1 37

③教科教育や教材研究 76（33・・）155（・9・・）1 32

④教育学や心理学 19（8・・）｝31（16・・）1 22

⑤自主的研究（卒論卒製等） ・（…）1 ・（…）1 34

⑥その他 ・（…）i ・（・．・）1
10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　■　　　　
（注）香川大学生の結果は，教育実習で役立った学習や活動の比率である。

　学部・短大とも，教科の専門科目と教職科目という教

育実習と関係の深い科目が圧倒的に選択されているが，

香川大学の学生を対象とした同様の調査5）とは異なる結

果を示している．ただし，香川大学の場合「自主的研究」

はゼミを指しており，本学では卒論・卒業製作等を指し

て設問したことを断っておく．今後のゼミのあり方を考

（8）
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える場合の一つのポイントではないだろうか．（表9）

　また，実習で専門科目，教職科目とも「非常に役立っ

た」学生が，学部は20％代，短大は10％代であり，「多

少役立った」専門科目は学部・短大生とも50％代，教職

科目は学部60％代，短大70％代であった．しかし，役立

つ役立たないの基準が実習中の自己の実践範囲のみに限

られており，自分の専攻分野と合致しない分野を指導し

た学生の中には役立たなかったと回答している老もおり，

学習したことが充分活かしきれていないところに問題が

ある．こうした状況から実習生は，専門教育の徹底と教

職科目の拡充を授業内容として要望している．

K．教育実習期間

（学　部） （短　大）

％ 40 30 20 10 10 20 30 40 ％

37．9 2週間 38

30．8 3週間 34．2

30 4週間 26．6

1．3 6週間～ 1

図4　実習生の望む実習期間

望ましい実習期間

％　40　　30　　20 10

受入れ可能な実習期間

10　　　　　20　　　　　30　　　　　40　　％

0．8 2週間 25

7 3週間 28．2

35．8 4週間 30．9

30．3 6週間 7．8

19．1 1学期 3．4

6．1 1　年 1．3

図5　全日本中学校長会全国調査結果（実習期間）

先の教育実習手帳の記述にみられるように，実習生は学

校に慣れ，授業に慣れかけたところで実習期間が終って

しまい，後1～2週間やって充実した実習体験を希望す

る意識が図4から読みとれる，学部・短大生とも6：4の

割合で実習期間の延長を希望している　これを全日本中

学校長会の調査結果6）と比較すると，実習生の希望は受

入れ可能な現実に近い．（図5）

（9）
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表10　教職志望度の変化

＼志望度
＼　 酷の変化i変わった

、、 c＿陣副短大
教
職
を

志
望
す
る

教
職
を

志
望
し
な
い

どうしてもなりない

できれぽなりたい

あまりなりたくない

全くなる気はない

22

39

42

9

7

42

21

8

迷っている

1き
口

学副短大

112
（49，3）

0

18

9

0

78　　　27
（42・4）1（11・9）

0

23

5

0

28
（15．2）

変わらない

学部陣大

19

39

24

6

88
（38．　8）

9

26

29

14

78
（42．4）

計

学部陣大

41
（18．1）

96
（42．・3）

75
（33．0）

15
（6，6）

227

16
（8．7）

91
（49。5）

55
（29．9）

22
（12．0）

184

L．教職志望度

　教育実習を体験することにより教職志望意志に変化の

あった学生が学部61。2％，短大57．6％で，変化のなかっ

た学生はそれぞれ38．8％，42．4％であった．前者のうち，

教職を志望する＋の方向に変化した者が学部54．5％，短

大62．8％，教職を志望しない一の方向に変化した者がそ

れぞれ45．5％，37．2％であった．また迷っている者のう

ち＋の方向には学部67％，短大82％，一の方向にはそれ

ぞれ33％，18％を示した．後者のうち，最初から教職志

望意志のあった者が学部66％，短大45％，志望意志のな

かった者がそれぞれ34％，55％であった，（表10）

　そこで教職志望度と教職課程の履修動機をクロスする

と，履修動機のうち「是非先生になりたい」学部生が94

名（41．4％），短大生が32名（17．4％）であったのが，

実習終了後教職を志望する老はそれぞれ137名（60．4％），

107名（58．2％）となり，数値的には増えている．しか

し，その志望意欲の程度からみると，「どうしてもなり

たい」が学部生41名（18％），短大生16名（8．7％），「で

きればなりたい」がそれぞれ96名（42．3％），91名（45．

9％）で熱い意志の持ち主は逆に減少している（この変

化については教職志望理由と大きく関係している）．学

部生についてのクロス結果が表11であり，短大生も同様

の傾向を示している．

表11　教職課程の履修動機×教職志望度（学部）

履　　修　　動　　機

志 望 度

どうしてもな
りたい

できればなり　あまりなりた
たい　　　　　　くない

全くなる気は
ない

十雪ロ

是非先生になりたい i35（37・・）144（・6・・8）112（・Z8）1・（3・・）llg4

教員鼎状力・ほしかった（P・T）i・（・・7）1・・（・4・・）131（53・・） ・（・…）ll　58

何か資格がほしかった 0
1・3（・3・・3）ll　13（・3・・3）1・（・3・・3）i1・・

教職科目の履修 0 8（・7・・）II・（52・9）1・ ll・7

家族や友人に勧められた 5（・・）1・・（・・）II　8（32）1・（8）ll　25

空き時間をうめるため 0 0 ll・ 0 0

その他 0
・（・3・・3）ll・（66・・）1・ il・

計
1・・ lg6 レ5 1　・・ li・・7

（10）
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　なお，この表に教職志望意志の変化の過程をプラスし

てみると，教職課程履修時に積極的な教職志望が認めら

れる，いわゆる自律的な教職志望学生は実習後の志望意

志に変化が少なく，資格取得をねらいとする学生にその

変化が著しい．また，「家族や友人に勧められた」他律

的な履修動機を持つ学生の中に実習を契機として教職志

向が強まる傾向が認められる．さらに，資格取得をねら

いとする老の多い短大生は，教育実習は「教員にならな

くても教育現場を知る上でよい勉強になった」と答えて

おり，教育実習を一つの社会体験としてとらえる姿勢が

伺える．

表12教職課程の履修動機×教職志望理由（学部）

志望理由
履修動機 是非

なりたい
へ　ノN　
教師

資格醐騨簾赫空き時間その1也
　　　の履修ほしい られて

をうめる
計

子どもが好きだから 141 0 0 1 1 0 ・い6
燗の厳噂・働力・あるから12gl 6 4 4 5 0 ・ii　48

経済的に安定している職業だか
ら

5 4 1 0 3 0 0 13

社会的に有益な職業だから 5 3 1 0 1 0 ・1・・

精神的に充実した生活ができる
から

生活の自由を拘束される職業だ
から

現在受けている教育では教師に
なる自信がない

17

1

4

5

3

6

4

1

1

3

0

2

3

0

1

0

0

0

0

0

0

32

5

14

教師としての適性に欠けるから 3 8 9 1 3 0 ・II　24

教育という仕事の重要性・むず
かしさを認識したから

14 19 ．　　7 6 5 0 1 52

休暇が多いから 0 0 0 0 0 0 ・1・
その他 2 4 2 O 3 0 ・ll・3

計 ・415813・ ・7［・・1 0 ・1227

表13教育実習の意義（実習前・後の比較）

一　　＼＿一

　　　　　項　目
人　数

～－

_

学 部

前 後【誤

短 大

前 後陵異
①教師に必要な実際的知識・技術の習得 1・・ 27 一18il・・ ・gl－・・

②学校教育の実際を体験しそれに慣れる
II　86

61 一251」64 60 一4

③教師としての基本的心構えを学ぶ
ll　・・

73 ＋・・ll　34 5・1＋16

④教師としての適性をみきわめる
ll　24 4gl＋2511・・ 42「＋21

⑤教育理論の検証 ll　6 5 一・II　3 2 一1

⑥今後の教育研究問題の発見 1・ 5 ＋・］11 4 十3

⑦　その他 ll・ 7 ＋611・ 7 十7

（11）
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M．教職志望理由

　「是非先生になりたい」と教職課程を履修したにもか

かわらず，実習を契機に15名（16％）の学部生が負の方

向に意志の変化をみせたのは何故であろうか．そこで履

修動機と教職志望理由をクロスさせた結果が表12である．

これによれば「教育という仕事の重要性・むずかしさを

認識した」ことが，意志変更の大きな要因になっている

ことがわかる．たとえば，資格取得を履修動機とする学

生のうち34名は教職志望意志が有りと表明しているにも

かかわらず（表11参照），＋の志望理由を選んだ学生は

28名であり，他の6名はおそらく一の理由である「教育

という仕事の重要性・むずかしさを認識」しながらも，

できれぽ教職に就きたいというひかえめな意志表示であ

ったと考えられる．このような理由選択は，実習生が教

育現場に入り，教育の実際にふれ，驚き，戸惑い，悩み，

喜び，創造することを通して教師の職務を理解し，教育

の重要性とむずかしさを体得した結果であり，そのこと

が「できればなりたい」教職志向を強めさせ，「どうし

てもなりたい」志望者を減少させたものと推測される．

N．教育実習で学んだこと

　表13は実習生が教育実習前何に意義を見出し，実習後

何を学んだかを比較したものである．学部・短大生とも

教師としての適性をみきわめ（＋25，＋21），基本的心構

えを学ぶ（＋10，＋16）ことができた学生が増えたことが

印象づけられる．①②の項目に関して一の値が大きいの

は，2週間という短期間ではいたしかたない結果であろ

う．教材に関する深い研究や指導技術の向上が期待どお

りの成果をあげえないのは，Fで述べた調査結果と同様

である．このように実習前・後で教育実習の意義に変化

がみられたのは，実習生が実際に生徒理解や生徒指導に

心を砕き，授業を創造するという体験を通して，生徒に

関する問題を自覚し，その結果「教育における実践的研

表14教師として身につけるべき事項の修得時期

得
期

修
時

大

学

で

教
育
実
習
で

教
師
に
就
い
て
か
ら

学 部 生

①教科の専門知識．

②音・美・体・家等の実技

③礼儀作法

④学習指導案の書き方

⑤教材研究のしかた，教育理念

⑥学習指導の心理学的基礎

⑦説明・話し方

⑧発問のしかた

⑨板書のしかた

⑩教師としての基本的心構え

①子どものとらえ方

②学級会運営のしかた

③間のとり方

④教育機器の使い方

①PTA活動の知識
②事務書類の書き方

③児童会・生徒会指導のしかた

④特別活動の指導のしかた

⑤問題児・障害児の指導

中　学　校　教　師

校 長
iベテラン教師（経験・6年）

①教育理念

②教科の専門知識

③音・美・体・家等の実技

④学習指導の心理学的基礎

⑤教師としての基本的心構え

⑥礼儀作法

⑦問題児・障害児の指導

⑧教材研究のしかた

⑨授業分析のしかた

①板書のしかた

②発問のしかた

③説明・話し方・間のとり方

④学習指導案の書き方

⑤教材・教具の使い方

⑥学級会運営のしかた

①事務書類の書き方

②PTA活動の知識
③児童会・生徒会指導のしかた

④給食指導のしかた

⑤事務機器の使い方

⑥学校組織，校務分掌

「

⑦研究報告書の書き方

n
⑥教材研究のしかた

⑦授業分析のしかた

一7v

④問題児・障害児の指導

（12）
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究の必要性を痛感し」，何よりも「教育という仕事の重

要性とむずかしさを認識した」という教育の本質にふれ

た結果であろう．

0．教師として身につけるべき事項の修得時期

　31項目のうち修得時期別に50％以上の実習生が選択し

た項目は，「大学で」が学部11項El，短大10項目，「教

育実習で」が学部4項目，短大8項目，「教職に就いて

から」が学部5項目，短大6項目であった．学部・短大

生で若干ちがいがみられるが，学部生の結果と中学校教

師（校長と経験年数16年のベテラン教師）を対象とした

同様の調査結果（28項目）7）とを比較すると，そこには

かなりのちがいがみられる．（表14）

　教育実習生の受入れ側である現場教師は，大学での修

得事項を理念的・基本的なものに限定し，教育実習の場

で具体的・実践的な指導技術の修得を望んでいる．一方，

実習生は実習体験に基づいて選択したものであるが，大

学での修得事項が多いのが特徴である．また両者の結果

を実習生の実習中の実態と比較すると大変興味深い．充

実した教育実習を行うためにはこの辺の見直しが必要か

もしれない．つまり，実習中の基本的かつ重点的指導項

目および実習項目についての統一案が必要ではないだろ

うか．

P．教育活動に関する力量の自己診断

　自己診断は，教育実習が実習生にどのような力と自信

をつけさせてくれたのかの一つの判断基準（評定資料）

を提供してくれる．力量は5段階で診断し，「かなりあ

る」「だいたいある」「どちらかというとある」を「力

量あり」に，「どちらかというと不足している」「かな

り不足している」を「力量なし」に区分して表わしたの

が表15である，

　学部生の6割以上が「力量あり」と診断した項目は30

項目中21項目，　「力量なし4と診断した項目は3項目で

あった．同様に短大生の「力量あり」が19項目，「力量な

し」が4項目であった．両者とも⑳⑳⑳⑳⑳②の6項目

について「力量あり」が80％以上と高い診断結果が得ら

れた，短大生は⑲も81％を示している．つまり，実習生

は教職活動への意欲・情熱（㊧⑳），人間関係の調整維

持への姿勢（⑳⑫），教室環境整備の力量（⑳），教授力

量（②⑲）に自信を持っていることが明らかにされた。

反対に学部・短大生とも⑭⑮⑧⑯㊧の5項目に力量不足

を感じており，さらに短大生には⑤⑨の2項目が追加さ

れている．つまり，運営力量（⑭⑮），教授力量（⑤⑧

⑨），問題児の指導（⑯），法規理解（㊧）等に力量不足

を感じている．

　30項目のうち24項目について，経験年数3年未満の25

才教師の力量診断結果8）を右欄にしるした．教師の6割

以上が「力量あり」と診断した項目は24項目中6項目，

「力量なし」と診断した項目が8項目であった，同様に

学部・短大生の「力量あり」が24項目中18項目，　「力量

なし」が学部生2項目，短大生3項目であった．教師は

⑭⑳⑳の3項目について実習生の診断結果を上回ってい

るが，その他の項目はすべて下回っている．これは現実

体験をしている現職教師と予想・期待を表わした実習生

とのちがいであろう．25才教師も⑳⑳⑳⑳㊧⑳の項目の

結果が示す通り，教職活動への意欲・情熱，人間関係の

調整維持への姿勢教室環境整備の力量，教育事務の力

量（⑳）に自信を持ち，運営力量（⑮），教授力量（①③

④⑨），研究力量（⑫），問題児の指導（⑯），法規理解

（㊧）等に特に不足を感じている．おおむね実習生と同

じ診断傾向を示しているが，診断基準は厳しく，教授力

量の不足を強く感じているのが目立つ．

　これが30才教師になると②⑬⑰⑱⑲等の項目にかなり

の力量が認められるようになり，教授力量は「克服しつ

つある力量」に変化してくる．

　次に，学生の診断結果を新卒，教職経験2～3年およ

び5～6年の教師の研修意識9）と比較すると，学生の自

己診断の特性がさらに明らかになる，教育現場において

教師が感じる学習指導上の困難点は，新卒教師において

は学習者である児童・生徒や学習環境をめぐる問題であ

り，経験年数を経るにしたがってそれは授業計画をめぐ

る問題に移行していく．新卒教師は教科指導において，

「発問のし方」「学習を発展させる意欲のもたせ方」「思

考の深めさせ方」「子どもの発言・反応のとらえ方」と

いう授業展開の基本的な指導技術に高い困難を感じてい

る．また，「学習を発展させる意欲のもたせ方」「思考

の深めさせ方」　「課題のもたせ方」は，経験年数に関係

なく教科指導上の課題となっている．年次を追うごとに

「教材の精選」「応用力のつけ方」という授業計画と授

業の評価発展へと課題が移り，研修対象も学習指導の方

法，資料・教材・教具の活用，教材の内容と構造，題材

構成，授業分析の方法，評価の方法および評価結果の活

用と課題に対応している．

　一方，生徒指導においては，新卒教師は学級（H・R）

経営における生徒指導，教科・領域における生徒指導，

（13）
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表15　教職活動の力量診断

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　力　量　あ　り

～一一?v学剖釧25才教師
①教材を分析し組立てる力量

Il　67・・166・・136・・8

②子どもに対する話し方
ll　8…184・・3【55・・

③授業全般を組立て展開する力量
ll　58・6！・5・・136・・

④板書のしかた
ll　・…i・…128・・

⑤発問一反応喚気の技術
il・…1　46・・1

⑥しかり方，ほめ方 159・・i・…i

⑦子どもの発言・反応のとりあげ方
Il　64・・1・…　1

⑧思考の深めさせ方
ll　39・6139・・i

⑨欝雛ある教材をさまざまな角度から取り上げ関連する教材を提示して1…11・＆・1・…

⑩教育機器の使い方
li　62・・！・7・・1・8・・

⑪指導計画・指導案を作成する力量
ll　66・・167・41・＆・

⑫自分の研究・研修を進めていく方法
ll　67・・【6…1・7・・

⑬勉鱗購灘騰を見て，すぐれているところまずいところを指摘li・…1・…149・9

⑭父母会などで説明したり意見を聞いたりして会を運営する力量 129・・122・81…9

⑮学年会・教科部会・委員会などを運営しまとめる力量
II・…i・3・・i・…

⑯いわゆる問題児を指導する力量 i…8｝38・・1…9

⑰子どもの学力・悩み・要求・生活状況等を適切に把握する力量
il　63・・i65・・146・・

⑱父母との連絡を密接にしようとする意欲
1165・・6156・・159・8

⑲子どもの集団を把握する力量
il・4・・1・…【・8・・

⑳学年・教科部会の一員として先輩・同僚と協力していく姿勢
ll　87・・　188・・i・…

⑳学校運営全体の中で自己を位置づけ，その立場から考える力量
ll・7・・165・2　i　48・3

⑳先輩・同僚との人間関係を保っていく力量
1195・・ig3・・185・5

⑬子どもの学力・生活態度等を評価する力量 1レ…　169・・155・6

⑳教室の環境を整備する力量 Ii89・gl・…1…2

⑳教育法規に関する理解
ll　45・8144・・i23・・

⑳指導要録・健康診断記録の記入や会計処理などの諸事務を処理していく力量
Il　74・・175・5166・6

⑳学級経営の力量
ll　63・・i59・・1

⑱教材研究
Il　・…172・81

㊧子どもと一緒に考え行動しようとする情熱
lg6・・195・・191・・

⑳教職活動全般にわたる意欲・情熱
il　86・・182・・189・2

（14）
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生徒理解のための調査のし方という生徒理解・生徒指導

の基本的なとらえ方に困難を感じている．年次を追うに

つれ，家庭・地域との連絡・協力のし方，校内の指導協

力体制の強化，問題行動の指導，課外活動における指導，

教育相談の方法という集団指導体制の強化と生徒指導の

個別化へと指導課題が移行していく。両者の困難点にち

がいはあっても，学級（H・R）経営における生徒指導，

生徒理解の考え方と方法という基本に研修の必要度が高

い．

　以上のような現職教師の実態をみると，学生の力量の

自己診断はその基準が甘いといえる．学生があれほど実

習中に悩み，困難を感じた指導技術，生徒の扱い方，専

門的知識・技術に関する項目について「力量あり」と高

’い診断を下しているのは，先に実習前の不安は「心配し

たほどのことはなかった」と学生に言わしめたことと関

連して，2週間の実習体験が大きな自信になっているこ

とは容易に想像できる。そして力量判断の尺度が実習体

験の密度の濃さに基づくものであり，その基準が実習生

個々人にあることを考えると，実習生は充実した教育実

習を体験してきたことを意味するのであろう．しかし，

短期間の実習で体得したことがすべてではなく，さらに

教育事象に関する理解が浅くその視野の狭いことを想う

と，たとえ予想・期待を表わす項目があろうとやはり診

断基準の甘さを指摘しなけれぽならない．

　しかしまた，学生は教育実習を体験し，教科指導・生

徒指導にある程度の自信をもって教職への夢をふくらま

せ，その門戸を叩く．そして2～3年は教育実習でかい

ま見た以上の様々な問題に直面し，それらに一つ一つ情

熱をもって現実的に対処していく過程で生徒との関係や

授業の方法論にしばらくは目を奪われ，指導につまつい

たり，他の教師の活動に刺激されたりして自己省察し，

そして研修への意欲を湧かせ，またその方向性も次第に

明らかにしていく．このことは，経験年数を重ねるにっ

れ，教授力量のみならず運営力量，問題児の指導，研究

力量，生徒理解・指導の力量，評価力量など幅広く豊か

に力量を形成していくという教師の職能成長の特徴とし

て把握される．したがって教員養成機関においてなすべ

きことの第一は，教職意識の滴養であり，第二はそれに

裏づけられた専門的基礎教育の徹底充実である．

Q．教員採用試験の受験・合否状況

　Lにおいて明らかなように，教職を志望する者は学部

137名，短大107名であった．ところが実際に教員採用試

験を受験した学生は学部165名，短大76名であり，学部

生の受験姿勢に問題がみられる．果たして結果はいかに．

学部・短大生とも約15％（対受験者比）の合格状況であ

った．特に1981年度は学習指導要領の改訂により，中学

校では各教科とものきなみ1割程度の授業時数が削減さ

れ，募集人員は減り，受験者にとっては従来にも増して

狭き門であった（高等学校の改訂全面実施は1982年度か

らである）．教職志望意志が学習態度にも表われてくる

ことを思えば，果たして受験準備が万全であったかどう

か．さらに，教育実習で体験した理論と実践のズレをど

のように認識し，克服しようと試みたか．また力量不足

を実感した専門および教職教養の補充に努めたか．この

ことは，単に採用試験に“うかる，うからない”以前の

教師をめざす者にとっての基本的姿勢である．この姿勢

こそが教師の資質向上に向けての起爆剤であるはずであ

る．したがって，そうした意欲も課題意識も持たずに受

験することの幣害は，本稿冒頭で述べたように合格率を

下げ，「ペーパー教師」数の増大に寄与し，その結果教

育実習をめぐる問題状況をうみ出し，教員免許基準の強

化と教員の計画養成という教員養成政策を押し進める有

力な助剤となるのである，

5．　まとめ

　今回の調査結果から特に問題として指摘されることは，

第一に教職課程の履修動機が教育実習への意欲，態度，

教職志望意志の変化と教職志望度に大きく影響すること

である．現場教師が大学で修得することが望ましいとし

た事項は実習生のこうした実態を把握した結果であり，

教育とは何かという自己の考えを確立することが実習活

動のすべてに優先することを見抜いた回答ではなかった

ろうか．

　第二に，教育実習は実習生の意識に大きな変化をもた

らした．そのE9－一の理由は「教育という仕事の重要性・

むずかしさを認識レた」ことである．実習生が実習前に

抱いていた不安は実習を体験することによって薄らいだ

ものの，教育の現実と教師の職務を理解したことは，実

習生に教師としての基本的心構えを認識させ，自己の適

性をみきわめさせ，その結果，教職志望をちゅうちょさ

せることになった．このことは，教育実習が実習生に自

己理解を促したことを意味するが，しかし，力量診断で

高い「力量あり」の診断結果が下されたことは，こうし

た自己理解および意識の変化と相入れない一面も見られ，

（15）
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力量診断基準の甘さを露呈することとなった．

　第三は，実習生が大学において学習したことが充分活

かしきれていない現実を見るとき，教員養成のカリキュ

ラムが問題として認識される．教職の専門性とは，どの

科目の単位をどれだけ取得したという取得単位の科目分

布によって把握されるのではなく，専門教育が学問的に

高い質をもち，かつその全体が教育学的な系統性と総合

性をもって組織されているかどうかで把握されなければ

ならない10）．すなわち，実習生の資質の向上を図るため

には，教育課程もまた「教員養成の専門性」を確保して

いなければならないのである。「現在受けている教育で

は教師になる自信がない」学部生6．2％，短大生8．2％と

いう現実を直観することから，教師としての資質向上の

ための教育課程の改善に関する方策が探られなければな

らない．ともあれ，多くの事柄について自信をもって就

職した新米教師が，これからいろいろな壁にぶつかりな

がら自分自身を磨き上げ，職能成長を図っていってくれ

ることを期待している．

　なお本稿では紙数の都合上，調査結果の一部について

報告した。

（注）

1）全日本中学校長会：教育実習生実態調査報告（19　．

　75）

2）　全日木中学校長会：「教員養成制度の改善等に関

　する調査」結果の報告，2（1979）

3）　中沢次郎他：筑波大学学校教育部紀要，3，1（19

　81）

4）　1980年度の本学教育実習生の実習手帳より抜粋し

　たものである．

5）若山院一郎：教員養成セミナー，1．40（1979）

6）　2）同上報告，3（1979）

7）　5）同上書

8）　小島弘道：教育ジャーナル，6（1980）

9）富山県教育センター：研究紀要，185－1（1979）

10）　日本教育学会：教員養成制度に関する資料，16

　　（1970）なお，この資料集は教員養成研究小委員会

　によってまとめられたものであり，戦後教員養成政

　策の展開過程を理解する上において格好の書である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary
　My　intention　in　this　thesis　is　to　grasp　the　actual　condition　of　the　practical　training　in　teaching

and　the　change　of　the　sense　on　the　part　of　the　student　apprentices。　Through　this　investigation

Iintend　to　get　the　clue　to　improve　the　quality　of　the　students　who　are　going　into　teaching．

　For　that　purpose　I　have　obtainted　the　information　by　the　questionare　method　from　the　students

who　had　the　practical　training．　The　matters　of　the　questionare　are　as　follows：the　motives

for　taking　the　course　of　study　for　the　teaching　Profession；the　expectations　for　the　practical

training　in　teaching；the　uneasiness　about　it；the　causes　of　the　uneasiness；the　troubles　during

the　practice　term；the　solutions　to　them；the　pleasant　and　unpleasant　experiences；the　studies

and　activities　at　university　useful　for　the　practice；the　length　of　the　practice　term；the　reasons

for　the　choice　of　the　teaching　Profession；the　proper　period　of　learning　the　subjects　required

for　the　professional　teacher；the　self・analysis　concerning　the　capacity　of　the　educational　activities・

　After　analyzing　the　above．mentioned　matters，　I　will　compare　them　with　the　results　from

the　similar　investigation　of　the　teachers　in　the　active　service．　Thus　I　have　tried　to　clarify　the

effects　of　the　practical　training　in　teaching　and　the　characteristics　of　the　student　apPrentices・
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